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第一章 工 事 概 要 
１ 工事名 

２ 工事場所 

３ 工期 

海上保安学校（第一実験実習棟）屋上防水改修工事 

京都府舞鶴市字長浜２００１番地 

契約の翌日から令和７年３月３１日 

４ 工事内容 （RC 造_５階建） 

直接仮設工事 １式 養生、楊重、整理後清掃後片付 

防水改修工事 

 撤去工事 １式 伸縮調整目地撤去 

 防水工事 １式 下地調整 

目地改修（アスファルトゴム系） 

加熱型改質アスファルト塗膜防水：平場、パラペット立上り 

ウレタン塗膜防水（X-2）：各種構造物基礎

電気設備 １式 電線管取替（鉄管→可とう性樹脂管） 

電線接続箱取替 

ケーブル仮吊り、ラダー移設復旧

５ 管理事務所 事務所名 海上保安学校事務部会計課 

所 在 地 京都府舞鶴市字長浜 2001番地 

電 話 0773-62-3520 

６ 注意事項 

（1）本工事は海上保安学校の運営と並行して実施することから、仮設材、養生、資材により

学校運営への障害とならないように配慮する。 

（2）工事、工程等から電源断等、学校運営に障害を与えるおそれがある作業を行う場合は

事前に監督職員、管理事務所と協議し承諾を受ける。

（3）工事の施工は、監督職員と十分に連絡を取りながら実施する。

（4）工事の施工において仕様等に疑義が生じた場合、受注者の身の判断によらず、監督職

員と協議のうえ対応を決定する。

第二章 一般共通事項
１ 適用範囲 （1）本仕様書、関係法令に適合するように施工するものとし、該当事項の無いものには適用

しない。 

（2）特に指示していない一般事項については、法令・条例・関係電力会社の内外線工事規

程・その他諸関係法規等による。

（3）本仕様書に記載の無い事項でも、自然付帯する事項は請負金額の範囲内で実施する。

２ 設計図書 設計図書とは、図面及び仕様書（現場説明書及び現場説明に対する質問回答書を含む）を

いう。 

３ 監督職員  監督職員とは、「海上保安学校長」が任命する職員で、工事請負契約書に規定する監督職

員をいう。 

４ 疑義に対する協議  設計図書に明記のない場合又は疑いを生じた場合は、一方的な解釈や変更をすることな

く、監督職員と協議し、その指示に従う。 

５ 現場の納まりなど

の関係による協議 

 現場の納まり、取り合いなどの関係で、設計図書によることが困難又は不都合な場合は、

監督職員と協議する。 

なお、軽微な変更等で、請負金額の変更は行わない。 

６ 諸届  工事の着手、施工、完成に当たり、関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続等は

速やかに実施し、工事工程に支障を及ぼさないように注意する。また、これに要する諸費用

も負担する。 

７ 現場代理人及び主

任技術者 

（1）現場代理人及び主任技術者とは、工事請負契約書に規定する現場代理人及び主任技術

者をいう。

（2）着工に先立ち、現場代理人及び主任技術者を定め、その氏名等を監督職員に書面にて通

知する。 

８ 工事現場の安全衛

生管理 

（1）工事現場の安全衛生に関する管理は、現場代理人が責任者となり、関係法令等に従って

これを行う。ただし、別に責任者を定める場合は、これに協力する。 

（2）工事現場においては、常に整理整頓を行い、特に危険箇所の点検を行うなど、事故の防

止に努める。 

（3）請負者は、作業船等がふくそうしている区域を航行する場合は、見張りを強化する等し

て事故防止に努めなければならない。 

９ 災害及び公害の防

止 

 工事の施行に伴う災害及び公害の防止は、関係法令に従い適切に処置するとともに、特

に下記の事項を守らなければならない。 

（1）第三者に災害を及ぼしてはならない。

（2）公害の防止に努める。

（3）善良な管理者の注意をもってしても、なお災害又は公害の発生のおそれがある場合の

処置については、監督職員と協議する。

（4）気象、海上気象の変化に注意し、事故の防止に努める。

（5）機械器具等の取り扱いに注意し、事故の防止に努める。

第三者に対して損害を与えた場合は、請負者は適正な補償をしなければならない。

１０ 臨機の処理  災害又は公害が発生した場合及び発生するおそれのある場合は、速やかに適切な処置を

とり、直ちにその経緯を監督職員に報告する。 

１１ 養生  従来部分、施工済み部分、未使用材料などで、汚染又は損傷のおそれのあるものは、適切

な方法で養生及び保護を行う。 

工事中は、各種機器及び既存部分に機能停止等の支障を与えないように十分な養生及び

保護を行う。 

１２ 工程表 契約後速やかに、実施工程表を作成し、監督職員の承諾を受ける。 

１３ 施工計画書  契約後速やかに、施工計画書を作成し、監督職員に提出する。ただし、施工計画書作成の

必要性の少ないものは、監督職員の承諾を受けて、省略することが出来る。 

１４ 施工図、現寸図、

見本その他 

施工図、現寸図、見本などは、必要に応じて速やかに提出し、監督職員の承諾を受ける。

ただし、作成の必要性の少ないものは監督職員の承諾を受けて省略することが出来る。 

１５ 職方への指示 １２、１３及び１４により作成した図書などは、関係する職方に周知徹底させる。 

１６ 材料 （1）材料は、新品とし、１８により合格したもの又は、承諾を受けたものとする。

（2）材料の品質が明示されていない場合は、均衡を得た品質のものとする。

（3）設計図書による「JIS （日本工業規格）の規格品」と指示された材料は、JIS マ－クの

表示のあるもの又は JIS の規格証明書の添付されたものとする。 

（4）調合を要する材料は、調合表を監督職員に提出して、承諾を受ける。

１７ 材料搬入の報告 材料の搬入ごとに、その材料が設計図書に定められた条件に適合することを確認し、必

要に応じ、証明となる資料を添えて、監督職員に２７の工事報告で報告する。ただし、軽易



1 

 

な材料については、監督職員の承諾を受けて、報告を省略することができる。 

１８ 材料の検査 （1）材料は、種別ごとに監督職員の検査を受ける。ただし、軽易な材料については、監督職

員の承諾を受けて省略することができる。 

（2）合格した材料と同じ種類の材料は、監督職員が特に指示する材料を除き、以後の使用を

承諾されたものとする。 

１９ 材料検査に伴う

試験 

（1）試験は、下記の場合に行う。 

 ア 設計図書に定められた場合 

イ 試験によらなければ、設計図書に定められた条件に適合することが証明できない場

合 

（2）供試体は、監督職員の承諾を受けて、作製する。 

（3）試験は、公的試験所、その他の試験所、工事現場など適切な場所で行うものとし、その

決定にあたっては、監督職員の承諾を受ける。なお、公的試験所で行う場合を除き、原則

として監督職員の立ち会いを受ける。 

（4）試験が完了したときは、その試験成績書を速やかに監督職員に提出する。 

２０ 施工  施工は、設計図書及び１２、１３及び１４による監督職員の承諾を受けた工程表、施工計

画書、施工図、現寸図などに従って行う。 

２１ 技能士 技能士は、職業能力開発促進法による一級技能士の資格を有し、合格証明書等を監督職員

に提出して、承諾を受けた者とする。 

ただし、作業の一部が軽易な場合は、監督職員の承諾を受けて、省略することができる。 

２２ 施工の検査  監督職員の検査は、下記の場合に行う。ただし、これによることが困難な場合は、別に指

示する。 

(1）設計図書に定められた場合 

（2）監督職員の指定した工程に達した場合 

２３ 施工の立会い  監督職員の立会いは、下記の場合に行う。 

（1）設計図書に定められた場合 

（2）監督職員が特に指示する場合 

２４ 施工検査に伴う

試験 

（1）試験は、下記の場合に行う。 

 ア 設計図書に定められた場合 

イ 試験によらなければ、設計図書に定められた条件に適合することが証明できない場

合 

（2）供試体の作製及び試験所等は、１９による。 

２５ 他工事との出合  他の請負者によって施工される工事との出合となる場合、監督職員の指示に従い関係請

負間において十分協議を行い、相互に円滑な工事の実施に努めなければならない。 

２６ あと片付け 工事完成に際しては、建築物などの内外のあと片付け及び清掃を行う。 

２７ 工事報告  監督職員が指示した場合には、工事の進ちょく、材料の搬入、搬出、作業員の作業、気象

状況等を記載した報告書を原則として毎週作成し、監督職員に提出する。 

２８ 工事写真 工事着工前から工事完成まで工事の施行順に撮影し、各１枚ずつアルバムに整理して監

督職員に提出する。 

特に工事完成後、地中に埋設される部分や、外部から確認することが出来ない部分の撮影

を忘れないよう十分注意するとともに、被写体の寸法が判明するよう、スケール、ポール及

び箱尺等を同時に撮影する。 

２９ 竣工検査  現場代理人は検査に立ち会い、検査又は試験の結果、当該目的物が完成されていない場

合は、「海上保安学校長」が任命する検査職員の指示に従い、請負人の負担において適切な

措置を講じなければならない。 

３０ 官給品等 （1）本工事において、官給品がある場合は、現場代理人は次の処置をとる。 

 ア 官給品の引渡を受ける際には、現場に立会い、「官給品受領書」を２部提出する。 

 イ 官給品の保管場所・保管方法ならびに使用状況について指示を受けたときは、必要

な処置をとる。 

 ウ 官給品の使用が終了した時は、「官給品精算書」を２部提出して確認を受け、引渡を

行う。 

（2）本工事において、撤去品が発生した場合、現場代理人は次の処置をとる。 

ア 撤去品の保管場所・保管方法ならびに使用状況について指示を受けたときは、必要

な処置をとる。 

イ 監督職員の指示する場所に運搬し「撤去品発生通知書」を２部提出する。 

３１ 完成図書 （1）工事が完成したときは、監督職員の指示により完成図、保全に関する説明書、試験成績

書、工事写真などを作成し、Ａ４版ファイルに整理し、海上保安学校事務部会計課及び

管理事務所、各１部を提出する。 

（2）工事写真については、各工種、工程毎に、施工前、施工中、施工後と記録し、特に完成

後、検査により確認できない事項については、その施工内容が確認できるように、スケ

ール等をあてて記録する。 

（3）工事完成後、正面・側面等２～３方向から撮影した完成写真を提出する。 

３２ その他 

 

 

電子データの提出は、ウィルス対策を実施したうえで提出しなければならない。 

また、ウィルスチェックソフトは、常に最新データに更新しなければならない。 
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第 三 章 工 事 仕 様（建築工事の部） 

図面及び仕様書に記載のない事項は、下記による。 

○「公共建築工事標準仕様書」：国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 

○「公共建築改修工事標準仕様書」：国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 

○仕様内の（ . . ）内番号は公共建築工事標準仕様書の該当項目、当該図又は表を示す。 

○仕様内の [ . . ] 内番号は公共建築改修工事標準仕様書を該当項目、当該図又は表を示す。 

 

１ 一般事項 （1）建築材料等 

建築材料の製造所及び製品は、特記されたもの又はこれらと同等以上とする。 

ただし、同等以上とする場合は、監督職員の承諾を受ける。 

（2）発生材の処理 

構外に搬出し、再生資源の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、建

設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、その他関係法令等によるほか、建設副産物

適正処理推進要綱に従い適切処理し、監督職員に報告する。産業廃棄物処理については、

マニフェスト及び搬出入状況写真等により管理し適法に行なう。 

（3）工事実績登録 

契約金額に基づき工事実績情報を登録する。 

登録内容については、あらかじめ監督職員の確認を受ける。 

（4）注意事項 

本工事は、学校運営と並行して施工するため、仮設材、養生材等による校務運営への障

害については未然に防止するとともに仮設計画を事前に監督職員に提出し承諾を受け

る。 

（5）施工条件 

本改修は海上保安学校の運営と並行しての改修である。 

改修現場である屋上への資材荷揚げについては、屋内階段は利用できないため、ラフテ

レーンクレーン使用による資材荷揚げを要する。 

屋上への昇降は、外部昇降足場を設け、屋内階段は使用しないこと。 

  

２ 仮設工事 （1）工事用水 

協議による。 

（2）工事用電力 

協議による。 

（3）工事用道路 

工事用道路（敷地内外及び資材ヤード付近）の良好なる維持管理を行い、使用後は受注

者において速やかに原形に復旧すること。 

（4）仮設足場 [2.2.1] 

ア．外部足場 

(ｱ)一般事項 

足場は「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省平成 21 年 4

月）の「手すり先行工法に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場

に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立、

解体又は変更の作業は「手すり先行工法による足場の組み立て等に関する基準」の２の

（２）手すり据置又は（３）手すり先行専用足場方式により行うこと。 

(ｲ)建枠・布枠 

図示・関係法令に従い適切に使用する。 

(ｳ)保護シート等による養生 

ネット状養生シート又は養生シートにより設置する。 

イ．材料、撤去材の運搬方法 [表 2.2.1] 

資材ヤードまでＢ種 

（5）既存部分の養生［2.3.1］ 

ビニールシート等による 

（6）監督員事務所［2.4.1］ 

設けない 

（7）公衆災害の防止等 

建築工事講習災害防止対策要綱（建築工事編）及び建設副産物処理推進要綱等関係規定

を順守して災害の防止に努めること。 

（８）資材の運搬 

   本工事は海上保安学校の運営と並行して実施することから、資材の運搬、搬入、搬出に

あっては屋内階段を利用せず、ラフテレーンクレーン等により揚重すること。 

  

３ 防水改修工事 （１）撤去工事 

    在来伸縮目地 全面撤去 

 （2）下地調整、水勾配調整 

   在来面下地調整。 

 （3）屋根露出防水工法（平場・立上り） 

 屋上平場、パラペット及び鉄塔基礎等は加熱式改質アスファルト塗膜防水施しとする。 

 加熱型改質アスファルト防水工法は以下参考工法の同等以上工法を採用する。 

  加熱改質アス塗膜工法_HFX-030・TH.ACS（同等以上） 

 (4) 通気筒 

   通気筒 2 個、電線貫通小屋は以下のとおり 

   立上り部は断熱材を入れ平滑にしたうえ図示範囲まで加熱型改質アスファルト塗膜防水 

   壁面はアクリル樹脂塗装 

   屋根ウレタン塗膜防水（Ｘ－２） 

  

４ その他 （１）電線管取替 

    図示する電線管を取り換える 

    仕様は図示のとおり。 

    電線の固定間隔は 

 （２）電線接続ボックスを取り換える 

 （３）水平ラダー 

    鉄塔水平ラダーを移設・復旧する。 

    ケーブルは鉄塔に仮吊りする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年月日 担　　当訂正事項 年月日 担　　当訂正事項 工事名称

図面名称

作成日 作成者 図面番号

工事年度

縮　尺
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図示（原図A1、A2:71％,A3：50％）
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敷地平面図・立面、平面図

2134R

北立面図　1/100 西立面図　1/100

教舎

第一実験実習棟

6
,
0
0
0

139ｍ

51ｍ

ボ
ー
ト
ダ
ビ
ッ
ト

浮桟橋

隣地境界線

隣
地
境
界
線

±0

±0

+400

+600

±0

±0

験潮所

第二倉庫

第二被服庫

隣
地
境
界
線

隣
地

境
界

線

隣地境界線 隣
地
境
界

線

隣
地

境
界

線

プール

（法42条1項1号道路）
道路境界線

隣
地

境
界

線

宮谷4号線

隣
地

境
界

線

隣地境界線 道路境界線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線
隣

地
境

界
線

隣
地

境
界

線

天文台

被
服
倉

庫

第
二厚

生
棟

仮
設

寮

講
堂

・
訓

練
場

機
械

室

本
館

教
舎

体
育
館

車
庫

受
水
槽

厚
生
棟

女
子厚
生

棟

研
修
セ
ン
タ
ー

艇
庫
兼
総
合
実
習
棟

学
生

寮

（
仰
青

寮
）

（
青

葉
寮

）

（
海

青
寮
）

舞
鶴

海
上

保
安

航
空

支
援

セ
ン

タ
ー

第
二

実
習

場

拳銃
射撃場

練
習
室

兼
灯
台

第
一
実
験

実
習
棟

【
工
事
場
所
】

　電気設備

　防水工事

　撤去工事

防水改修工事

直接仮設工事

工事内容

１式

１式

１式

１式

伸縮調整目地撤去

下地調整

目地改修（アスファルトゴム系）

電線管取替（鉄管→可とう性樹脂管）

電線接続箱取替

ケーブル仮吊り、ラダー移設復旧

（RC造_５階建）

令和６年１２月８日

加熱型改質アスファルト塗膜防水：平場、パラペット立上り ※HTX-030・TH.ACS同等以上工法

養生、楊重、昇降足場、整理後清掃後片付

海上保安学校（第一実験実習棟）屋上防水改修工事

ウレタン塗膜防水（X-2）：部分
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年月日 担　　当訂正事項 年月日 担　　当訂正事項 工事名称

図面名称

作成日 作成者

海上保安学校事務部会計課

図面番号

工事年度

縮　尺

令和６年度

図示（原図A1、A2:71％,A3：50％）

海上保安学校（第一実験実習棟）屋上防水改修工事

施工場所　立面図・平面図

令和６年１２月７日
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面
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/
1
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通気筒通気筒

管類貫通
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屋根
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通気筒 通気筒

管類貫通

250□×180H

500×250×180H

1,040

面図

パラペット改修断面　S=1/25

（笠木あり）

アクリル樹脂塗装
（ゆず肌仕上）

80
3
0
0

ウレタン塗膜防水

42
0

20
0

通気筒在来断面　S=1/25

1,600

1,400

2
00

防水端部押えシール シーリング

在来防水・保護層存置

通気塔改修断面　S=1/25

シーリング

加熱

シーリング
端部防水止め

鉄塔BP

加熱型改質アスファルト塗膜防水

在来防水・保護層存置

鉄塔基礎　S=1/25

（改修図） （在来図）

鉄塔BP

在来防水・保護層存置

端部止め金物
シーリング

（笠木なし）

70 900 70

1,040

8
0
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2
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1
8
0

パラペット改修断面　S=1/25

アルミ笠木

加熱型改質アスファルト塗膜防水

加熱型改質アスファルト塗膜防水

加熱型改質アスファルト塗膜防水

加熱型改質アスファルト塗膜防水

(HFX-030・TH.ACS同等以上）

モルタル塗り面加工

モルタル塗り面加工

端部止め 端部止め

加熱型改質アス塗膜防水
屋上平場・立上り共全面

（管貫通筒） （管貫通筒）

ルーフドレイン（存置）

1
,
0
4
0

1
,
6
0
0

1,600

1
1
,
0
0
0

1
0
,
2
0
0

4
0
0

4
0
0

32,640

ルーフドレイン（存置）

27,370

在来目地改修

（延べ212ｍ）

防水層

絶縁用シート

保護コンクリート

(8
0)

防水層

絶縁用シート

保護コンクリート

(8
0)

（存置）

（存置）
（存置）

アスファルトゴム系シーリング

バックアップ材 既存目地部分撤去

目地改修　S=1/10

水
下

天
端

手摺基礎(A)×20個

手摺基礎（B)×17個

(HFX-030・TH.ACS同等以上）

（X-2）

(HFX-030・TH.ACS同等以上）

(HFX-030・TH.ACS同等以上）

(HFX-030・TH.ACS同等以上）

(HFX-030・TH.ACS同等以上）

立上り（HFX-030T・TH.ACS同等以上）

平場　（HFX-030・TH.ACS同等以上）

加熱型改質アスファルト塗膜防水

1

2

3

4

5

6

7

8

在来アスファルト目地撤去（目地清掃共）

目地改修（バックアップ材、ゴムアスファルト系シーリング材充填）

防水保護層清掃

コンクリート保護層下地処理

通気筒ほか２か所天板ウレタン塗膜防水

通気筒ほか２か所ほか側壁アクリル樹脂塗装

手摺つき電線管及び中継箱取替（在来：鉄管→改修：可撓樹脂配管）

鉄塔搭載レーダー配線仮吊り

鉄塔ケーブルラダー移設、復旧

付帯作業

改修概要

年月日 担　　当訂正事項 年月日 担　　当訂正事項 工事名称

図面名称

作成日 作成者

海上保安学校事務部会計課

図面番号

工事年度

縮　尺

令和６年度

図示（原図A1、A2:71％,A3：50％）

令和６年１２月７日

加熱型改質アスファルト防水（平場・立上り共）※HFX-030・Th.ACS同等以上工法

3 / 5

海上保安学校（第一実験実習棟）屋上防水改修工事

改修平面図・詳細図（防水改修）
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年月日 担　　当訂正事項 年月日 担　　当訂正事項 工事名称

図面名称

作成日 作成者

海上保安学校事務部会計課

図面番号

工事年度

縮　尺

令和６年度

図示（原図A1、A2:71％,A3：50％）

令和６年１２月７日
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海上保安学校（第一実験実習棟）屋上防水改修工事

改修平面図・詳細図（防水改修）
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改修後参考図
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年月日 担　　当訂正事項 年月日 担　　当訂正事項 工事名称

図面名称

作成日 作成者

海上保安学校事務部会計課

図面番号

工事年度

縮　尺

令和６年度

図示（原図A1、A2:71％,A3：50％）

1

2

3

4

5

6

7

8

在来アスファルト目地撤去（目地清掃共）

目地改修（バックアップ材、ゴムアスファルト系シーリング材充填）

防水保護層清掃

コンクリート保護層下地処理

加熱型改質アスファルト防水（平場・立上り共）

通気筒ほか２か所天板ウレタン塗膜防水

通気筒ほか２か所ほか側壁アクリル樹脂塗装

手摺つき電線管及び中継箱取替（在来：鉄管→改修：可撓樹脂配管）

鉄塔搭載レーダー配線仮吊り

鉄塔ケーブルラダー移設、復旧

付帯作業

改修概要

令和６年１２月７日
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海上保安学校（第一実験実習棟）防水改修工事

改修平面図・詳細図（電気設備等）
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